
厚生労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業 
分担研究報告書 

 
iTesting チャネルによる HIV 検査体制の構築と確立のための研究 

 
研究分担者：吉田理加（愛知県立大学外国語学部） 
 

研究要旨 
本研究は様々な異なる形態の HIV 検査を実践するための基礎資料（マニュアル）を作成するこ

とを目的としている。研究分担者が属するアウトリーチンググループでは、外国人など多様な人々

のコミュニティにアウトリーチをする方法を模索した。例えば、外国人コミュニティへのアウト

リーチのために昨年に引き続き iTesting@Nagoya ウェブサイトと予約サイト、そして検査通知サ

イトを昨年に続き多言語化し、やさしい日本語を追加して合計 8 言語に対応するようにした。ま

た言語別広報カード、検査会告知ポスター（多言語）、多言語広報のために開設した SNS の多言

語での運用、HIV と iTesting 検査会の啓発動画多言語字幕版などの継続的なアウトリーチの方法

を模索した。また、翻訳の正確性や適切さを判断するために ChatGPT などの大規模言語モデルを

利用する方法を検証中である。 
 
 
A.研究目的 
本研究は、現行のHIV検査体制に加えて様々

な HIV 検査を実践し、より受検者にとっても

医療従事者にとっても受検/施行可能な検査の

導入を進めるための基礎資料（マニュアル）を

作成することを目的とする。その中で、外国人

や学生、LGBTQ など多様なコミュニティへの

アウトリーチのよりよい実践方法を考察する。 
 
B.研究方法 
アウトリーチ活動として、iTesting@Nagoya

の HIV 検査の重要性を説明した啓発資材の作

成および設置、検査の広報（SNS での発信・動

画配信・多言語対応）、検査を評価するための

アンケートの作成・解析、検査施行可能な場の

模索、各コミュニティでの啓発活動、多言語対

応した iTesting@Nagoyaウェブサイトの作成を

行うこととしている。 
本 年 度 は 、 昨 年 度 に 引 き 続 き 、

iTesting@Nagoya ウェブサイトと予約サイトの

多言語化を行い、日本語、英語、スペイン語、

ポルトガル語、ベトナム語、中国語、インドネ

シア語に加えてやさしい日本語を作成した。さ

ら に 、 多 言 語 広 報 カ ー ド 、 HIV と

iTesting@Nagoya に関する啓発動画（多言語字

幕付き）に加えて、検査会ごとの多言語ポスタ

ーや啓発動画を紹介する多言語ポスターを作

成し、配布した。さらには、試験会場で多言語

表示を実施した。 
多言語化するために翻訳言語を増やすと、各

言語の翻訳内容が正確で、適切であるかを確認

し、把握することが難しくなる。そこで、

ChatGPT などの大規模言語モデルを使用して、

複数の翻訳候補文の文法的正確性、流暢性、そ

して、HIV 検査会という文脈に適切な訳文とな

っているかを検証する方法を考察した。 
 

（倫理面への配慮） 
  検査は、予約からすべて匿名検査で行ってい

る。またアンケート調査も匿名で行い、名古屋

市立大学の倫理審査を受審の上実施している。 
 
C.研究結果 
昨年度に引き続き、多言語ウエブサイトで検査
の重要性を説明した多言語スライドの作成を
継続できた。また、啓発動画にアクセスを促す
ためのポスターや多言語チラシも作成し、SNS
を活用した多言語アウトリーチ活動も、ゲイコ
ミュニティへの性感染症啓発団体と連携し実
施した。多言語翻訳多言語サイトから毎回の検
査会において一定の数の予約がなされたこと
をみて、ある程度のアウトリーチの目的は達成
されたと考えられる。同様に、ChatGPTなどの
大規模言語モデルを用いて、翻訳の正確性や適
切性を検証する方法については、まだ分析中で
あるが、ある程度参考になることがわかった。 
 
D.考察 
性感染症検査会のアウトリーチは、多言語コ

ミュニティによっては偏見が根強く、日本語コ

ミュニティも含んだ多言語コミュニティへの

アウトリーチであることを明確に打ち出すこ

とが必要である。さもなければ、特定の言語の

コミュニティが、社会の中で、性感染症などの

病気をもたらす存在としてみなされているの

ではないかと捉えられてしまう危険があり、ア

ウトリーチ活動においては、日本語を含む多言

語アプローチが有効であることもわかった。 



 

今年度から導入した「やさしい日本語」は、

希少言語話者で該当言語の翻訳は提供できな

くても、日本に暮らす人々であれば「やさしい

日本語」は理解している可能性が高く、アウト

リーチできる対象が飛躍的に伸びる効果があ

ると考える。しかし、病名などの専門用語を「や

さしい日本語」にすることは難しく、英語訳に

頼らなければならない場合もあり、限界がある

ことも分かった。 
 

E.結論 
HIV の正しい情報を多言語コミュニティに

広く啓発することは健康の維持・向上という社

会的意義がある。さらには、アウトリーチング

の手法を理論・実践的に構築することには学術

的・国際的意義がある。上述の通り、ある程度

の多言語ならびに多様な層へのアウトリーチ

は一定程度達成されたと思われるため、そのノ

ウハウを継承するために情報をホームページ

にまとめている。具体的には、検査の多言語化

を行うための方法として、翻訳のコツ、広報の

仕方、やさしい日本語のコツを説明し、多言語

化した素材をそろえて公開する準備をしてい

る。 
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